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三菱テニスの精神がここに

HI盃選手権試合・全三菱庭球大会

復活 周年記念
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Ｈ
Ｉ
盃
選
手
権
試
合
・

全
三
菱
庭
球
大
会

～
戦
後
復
活

６０
周
年
を
振
り
返
る

Ｈ
Ｉ
盃
と

取
材
・文
◎
秋
山
英
宏
　
写
真
◎
菅
原
淳

資
料
提
供
◎
三
菱
庭
球
同
好
会

ｒ
ｌ
・
本
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
史
上
初
の
メ

Ｆ
Ｅ
¨
ダ
ル
は
テ
ニ
ス
選
手
が
も
た
ら

し
た
も
の
で
あ
る
。
１
９
２
０
年
の
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
五
輪
に
出
場
し
た
熊
谷

一

弥
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
柏
尾
誠

一
郎
と
組
ん
だ
ダ
ブ
ル
ス

で
も
同
じ
く
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

翌
２１
年
、
デ
ビ
ス
カ
ツ
プ
に
初
参

加
し
た
日
本
は
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
を
破
っ
て
決
勝
に
進
出
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
た
も
の
の
、
初

参
加
で
決
勝
進
出
の
快
挙
は
世
界
を
驚

か
せ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
熊
谷
、
柏
尾
と

清
水
善
造
だ
っ
た
。

い
ず
れ
も
日
本
テ
ニ
ス
草
創
期
の
華
々

し
い
歴
史
の
一
幕
で
あ
る
。
こ
の
頃
、

熊
谷
は
三
菱
銀
行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

勤
務
、
清
水
は
三
井
物
産
カ
ル
カ
ッ
タ

支
店
勤
務
だ
っ
た
。
の
ち
の
デ
杯
選
手

で
日
本
初
の
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手
と
な
っ

た
佐
藤
俵
太
郎
は
、
偉
大
な
先
輩
た
ち

を
評
し
て

「洋
を
は
さ
ん
で
、
熊
谷
、

清
水
と
い
う
二
大
選
手
誕
生
」
と
書
き

記
し
て
い
る

（
『日
本
テ
ニ
ス
協
会
七

十
年
屋
一
）
。

プ
ロ
が
出
現
し
て
い
な
い
時
代
で
あ

る
。
熊
谷
も
清
水
も
、
民
間

企
業
に
籍
を
置
き
選
手
と
し

て
活
動
し
た
。
企
業
が
日
本

テ
ニ
ス
を
支
え
る
時
代
は
そ

の
後
も
長
く
続
く
。
企
業
人

と
し
て
仕
事
に
励
み
、
同
時

に
テ
ニ
ス
に
打
ち
込
む
と
い

う
良
き
伝
統
は
絶
え
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。

デ
杯
初
参
加
か
ら
、
遡
る

こ
と
１０
年
．
つ
ま
り
、
今

か
ら
１
０
０
年
前
の
１
９

１
１
年
に
発
足
し
た
の
が

三
菱
庭
球
部

（の
ち
の
二

菱
庭
球
同
好
会
）
で
あ
る
。

三
菱
は
、
熊
谷
の
あ
と
に
も
名
選
手
を

続
々
ヒ
輩
出
す
る
‐１

」れ
ま
で
デ
杯
代

表
に
送
―，
出
し
た
選
手
は
山
岸
二
郎
、

中
野
文
照
、
石
黒
修
、
藤
井
道
雄
な
ど

７
名
に
の
は
る
‥　
一
世
紀
に
及
ぶ
三
菱

の
テ
ニ
ス
の
歩
み
は
、
日
本
の
テ
ニ
ス

の
歴
史
と
そ
の
ま
ま
重
な
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
‥

そ
の

一
三
菱
テ
ニ
ス
一
の
象
徴
が
、

Ｈ
Ｉ
盃
だ
．
１
９
２
３
年
、
岩
崎
彦
爾

太
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
銀
製
カ
ー
フ
の
争

奪
戦
と
し
て

一第
１
回
Ｈ
Ｉ
盃
選
手
権

試
合
』
が
開
催
さ
れ
た
‥
こ
れ
は
、
三

菱
グ
ル
ー
ブ
各
社
の
精
鋭
が
全
国
か
ら

集
い
、
岩
崎
の
Ｉ
、
彦
爾
太
の
Ｈ
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
が
冠
せ
ら
れ
た
優
勝
カ
ッ
プ

を
争
う
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
あ
る
。

そ
の
後
、
Ｈ
Ｉ
盃
は
大
平
洋
戦
争
の

戦
況
悪
化
に
よ
り
中
断
。
戦
後
の
財
閥

解
体
で
三
菱
各
社
の
連
絡
は
絶
た
れ
、

岩
崎
彦
爾
太
は
′
年
に
公
職
を
追
放

さ
れ
た
。
し
か
し
、

５１
年
に
は
公
職

迫
放
が
解
除
と
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、

２
年
、
三
菱
テ
ニ
ス
マ
ン
の
悲
願
で

あ
っ
た
Ｈ
Ｉ
盃
の

『復
活
第
１
回
大
会
一

が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
隆
盛
と
な
り
、

２
年
に
は

女
子
ダ
ブ
ル
ス
、

出
年
に
は
１
３
０

歳
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
２
０
０
６
年
に
は

男
子
ダ
ブ
ル
ス
が
新
設
さ
れ
る
．
そ
れ

ら
の
総
称
が

一全
三
菱
庭
球
大
会
」
だ

が
、　
一
Ｈ
Ｉ
盃

一
は
大
会
の
象
徴
で
あ

り
、
大
会
全
体
を
指
す
愛
称
と
し
て
も

参
加
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一査諄
左

代
の
優
勝
者
に
は
デ
杯
選
手
を

始
め
、
有
名
選
手
の
名
前
も
並

ぶ
‥
企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
大
会
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
の
顔
ぶ
れ
だ
。
２
０
１
０

年
は
三
菱
金
曜
会
関
連
３２
社
が
参
加
し
、

本
大
会
に
は
２
４
４
名
が
出
場
。
グ
ル

ー
プ
各
社
の
テ
ニ
ス
部
員
は
、
総
勢
約

５
０
０
０
名
に
達
す
る
と
い
う

（
０４

年
調
べ
）
。

Ｈ
Ｉ
盃
で
鍛
え
ら
れ
た
三
菱
テ
ニ
ス

の
伝
統
は
実
業
団
の
対
抗
戦
で
も
発
揮

さ
れ
て
い
る
。
１
９
８
６
年
に
創
設
さ

れ
た
日
本
リ
ー
グ
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

グ
ル
ー
プ
８
社
が
出
場
。
昨
年
は
三
菱

電
機
男
子
チ
ー
ム
が
準
優
勝
の
好
成
績

を
収
め
た
。

そ
し
て
今
年
、

「三
菱
の
テ
ニ
ス
」

は
大
き
な
節
日
を
迎
え
た
。
５
月
に
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
取
締
役
の
畔
柳

信
雄
氏
が
日
本
テ
ニ
ス
協
会
会
長
に
就

任
。
ま
た
、
庭
球
部
は
発
足
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
Ｈ
Ｉ
盃
は
戦
後
復
活
か
ら

６０
周
年
の
記
念
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戦後復活 HI盃発会式 (1951年 /東京・染井にて)

「
ロ
ロ一一三
菱
テ
ニ
こ
の
歴
史

そ
れ
は
日
本
テ
ニ
ス
の
発
展
と
と
も
に
あ
っ
た
。

ングルス

優勝盃

子シ男1盃

復活第15回大会優勝の藤井道雄氏 (右 )

と石黒修氏 (ともに三菱電機 )

復活第1回大会でプレーする岩崎彦;雨太氏
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井手明彦

InteⅣiewO
「HI盃の伝統を
受け継く」
HI盃選手権試合・全三菱庭球大会委員長

三菱庭球同好会会長

三菱マテリアル(株 )取締役会長

を表す隔orizontal integration」

にも通じるものとなっています。

また、何ごともフェアプレーに

徹することは、三菱グループの

行動指針である「三綱領」の一

つ「処事光明」の理念を共有し、

確認することにつながり、三菱

グループの発展の原動力となっ

ています。

HI盃は三菱グループ、
日本テニスの

発展とともにある

三菱クループは、大正末から

戦前にかけてデ杯選手や全日本

覇者など幾多の名選手を擁する、

テニス王国でした.そ の最たる

ものが1920年のアントワープ五

輪で日本のオリンピック史上初

のメダルを獲得した熊谷―弥氏

です。

その後も含め、三菱はこれま

で計 7名のデ杯選手を送り出し

ました。そして、その時々の日

本のトップ選手が出場し、HI
盃を争ってきたのです。また、

この 5月 には、畔柳信雄HI盃
副委員長が日本テニス協会の会

長に就任され、日本テニス界の

発展にさらに尽力されることに

なりました。このように、三菱

グループが生んだ名選手、愛好

家たちが日本テニスの基礎を作り、

その発展を支えてきたと言つて

も過言ではないでしょう。

私自身は、HI盃を岩崎家か
ら託されたカップをお預かりし

ている大会ととらえ、これをい

つまでも守っていくつもりで大

会委員長を仰せつかっています。

岩崎家でも、ことのほかHI盃
を大事にしてこられました。今

でこそ、岩崎家は三菱グループ

の経営になんら関係ありませんが、

原点というものを考えれば、三

菱各社は岩崎;爾太郎を礎として

発展した会社です。従って、年

に一度のHI盃を通じて原点を
確認するという意味でも非常に

重要な大会ではないかと思って

います。

厠日は学生時代からずっとサ
■口■ ッカーをやっていました

ので、隣のサッカーグラウンド

からHl盃の模様をよく見て、
それが非常に大きな大会である

と知っていました。私自身、知

歳くらいからテニスを始め、また、

銀行で責任あるポジションを任

せられるようになると、このH

I盃が銀行のテニス部にとって

も非常に重要なイベントである

ことを認識していきました。

岩崎家の直系である寛彊さん

には、直属の部下として仕えて

いました。寛爾さんのお父さん

でHI盃を寄贈された彦爾太さ
んは、とてもテニスを愛された

方です。その姿を見て育った寛

爾さんもまたテニスを愛し、H
I盃選手権を大事になさったの

です。私に「HI盃は大事にし
てくれよ」と直接おっしゃった

こともありました。その警咳に

接し、また、大会にも関わって

いろいろなことを知るにつれて、

このH!盃をいっそう大事にし
ていきたいなと思っているとこ

ろです。

フェアに競い、
結果を受け止め

姫 向かって進む
一

それを継続する

企業というの|=互いに競争し

ています=そ こで|二物事を効率

よく進めていくことが評価され

ます。また、フェアな競争をす

るのだけれども、結果として社

会全体がよくなるというのが企

業のあり方だと私は考えています

一方、フェアプレーを貫き、よ

り鍛えたものが勝利するという

のがスポーツの世界ですこそこ

には非常に清々しいものがあり

ます
=

そう考えていくと、企業のあ
|り方とスボーツには、ある種、

通じるところがあると思いますc

社会では、それぞれが自分を鍛

えながら社会人として生きてい

くゎけですが、そこにも、いい

意味ての競争原理が存在します。

件良くしつつ、鍛え方を競うわ

けです_そ うνて、結果を受け

止め、次、こ句かって進んでいく、

社会人の生き万とはその繰り返

してす_て すつ`ら、スポーツの

持つ本質二、企業人として社会

人としての生き方と非常に共通

するものかあるということですね。

HI歪は、そうした本質的な
ものに触れることができるから

こそ、これほと長く続いている

のだと思います また、こうし
たスボーツの本質 |ま三菱精神と

も一致しているように思いますc

所期奉公 (期するところは社会

への貢献)、 処事光明 フェア
プレーに徹する|、 立業貿易 (ク

ローバルな視野)|よ クルーブ各

社が掲げる三綱領です=HI盃
はテニスというスボーツを通し

てその精神を共有する場となっ

ています。

大事なのは続けていくことです。

それには、選手にとってやりが

いのある場にしていくことでし

ょう。三菱クループの企業の経

営者の方々にできるだけ多く見

にきていただくことで、選手は

もっと張り切るでしょう。そう

いう努力はいつも続けるべきです。

HI盃はそれぞれの企業を離
れて交流を図る場、大事な場です。

できる限り続けて、次の世代に

引き継いでいきたいと思ってい

ます_

InteⅣieWO

隊ポーツの本質は
企業人の
生き方に通じ利
HI盃選手権試合・全三菱庭琢大会副委員長

(株 )三菱東京U FJ銀 行 取
■役会長

日本テニス協会会長

□ロロ 1盃
の歴史は約90年前に

Ш 遡ります。三菱の創始者、

岩崎]爾太郎氏のお孫さんである

岩崎彦;爾太氏より銀製のカップ

を寄贈していただき、1923年に

FHIカ ップ戦』として初めて

開催され、通算80回 を数えます。

戦中戦後しばらく中断を余儀な

くされましたが、テニスを、そ

して三菱を愛する方々のご尽力で、

1952年に悲願であった復活を果

たし、今年、復活60周年を迎え

ました。

スポーツによって育まれるス

ポーツマンシップは、常に公明

正大であろうとする三菱の経営

理念にも通じるものです。スポ

ーツを楽しむことが心身の健全

な成長を促し、明日への活力の

源となることはもちろん、大会

を通じてグループ各社の連係、

交流を深めることにも結びつき

ます。「HI」 とは岩崎彦;爾太

氏のイニシャルであると同時に

グループ関係者の横のつながり

畔柳信雄
大会概要

日程:例年10月の3日間 (本年度は14～ 16日 )

会場:三菱関連各社コート(武蔵野、多摩、飛田給)

種目16種目(男子SD、 女子D、 130歳 D、 120歳 D、東西対抗D)

参加者:三菱金曜会関連32社 ※2011年時点

旭硝子 (株 )/キャタビラージャバン(株 )/キリンホールディングス(株 )/JXホールディングス(株 )

/東京海上日動火災保険 (株 )/(株 )ニコン/日本郵船 (株 )/(株 )ピーエス三菱/三菱ア
ルミニウム(株 )/三菱化学 (株 )/三菱化工機 (株 )/三菱ガス化学 (株)/三菱地所 (株 )
/三菱自動車工業 (株 )/三菱重工業 (株 )/三菱樹脂 (株 )/三菱商事 (株 )/三菱商事ユ
ニメタルズ(株 )/三菱伸銅 (株 )/三菱製鋼 (株 )/三菱製紙 (株 )/三菱倉庫 (株 )/(株 )

三菱総合研究所/三菱電機 (株 )/三菱電線工業 (株 )/(株 )三菱東京U FJ銀行/三菱ふ

そうトランク・バス(株 )/三菱マテリアル (株 )/三菱U FJ証券ホールディングス(株 )/三菱
UFJ信 託銀行 (株 )/三菱レイヨン(株 )/明治安田生命保険相互会社
本大会出場選手:244名 グループテニス部員:約5000名 (2004年 調査)

相談役
Hl盃委員会

世話人会

事務局

中京支部 九州支部関東支部

HI盃 、男子ンングルス試合風景

会長
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本部

関西支部

三菱庭球同好会組織図



クロース:アップHI盃

■悲運の山岸二郎

慶應大学時代に全日本テニス選手権で4度優勝して

いる山岸二郎だが、三菱商事に入社後、体力のピーク

である20代は戦争のためHI盃が開催されず、1952年

に復活した後も一度も優勝することはできず、時代に

泣いた選手であった。

■驚異の6連覇、

藤倉五郎・石黒修

全日本テニス選手権で優勝 1回、

準優勝4回の藤倉五郎 (金商又

一〈現三菱商事ユニメタルズ〉)は、

復活第 1回大会(1952年 )から

第6回大会 (1964年 )まで、3度

の全日本優勝を誇る石黒修 (三

菱電機)は復活第8回大会 (1959

年)から第13回大会 (1964年 )

まで、いずれも6連覇を達成して

いる。藤倉が6年間で落としたセ

ット数がわずか2セットに対し、石

黒は、現審判長の生川芳久 (三

菱化学)とのファイナル9-7(1960

年)や、同じく三菱電機でデ杯

選手だった半那毅男とファイナ

ル11-9な ど数々の激闘を制し

ての6連覇だった。

■ 無敵、7回優勝の藤井道雄

歴代最多となる7回優勝を果たしたのが藤井道雄 (三

菱電機 )。 最後に優勝したのは1979年 で、なんと39歳

での優勝だったこなお、6回優勝は、藤倉五郎 (52～ 57

年 )、 石黒修 (59～ 64年 )、 辻本豊 (75、 83～ 85、 90、 93

年/三菱レイヨン)、 占村賢紀 (98、 01、 03～ 06年  三
菱電機一三菱商事 )の 1人 c

■歴代最多出場者、辻本豊

HI盃の歴代最多出場は辻本豊の23回 (23回連続出場)。

そのうち6回優勝しており、まさに鉄人と呼ぶにふさわし

い記録だ。次いで、生川芳久の18回出場が記録されて

おり、1960～84年の25年に渡る出場は歴代1位。ちなみ

に、辻本の通算35勝は歴代1位、次いで藤井の31勝、

古村の25勝となっている。

lFHI盃選手権試合・全三菱庭球大会」の試合スコアボード

■ 群 雄 割 拠 の ニ ュージェネレーション

2007年 以降、前田信二 (三菱東京UFJ銀行 )、 中原

健一郎 (三菱商事)、藤田瑞飛 (明治安田生命)ら学

生時代に国内外で活躍した選手がHI盃で優勝。また、

本大会に出場する選手も、ほぼ全員がインカレクラス

の選手で、誰が優勝してもおかしくない、まさに群雄

割拠の時代に突入した。

～戦後復活にかける思い～

戦後、HI盃が復活するまでには実に7年の歳月を要した。戦前、一体経営であった三菱合資会社は、終戦後の財閥

解体、岩崎彦爾太氏の公職追放もあり、一同に会する場を失っていた。全三菱横断の連絡機関であった「三菱養和

会」は、本社解体後「養和会」と改称、一般に開放されることとなり、全三菱を繋ぐ機会はHI盃以外になく、一日も早い

再開を望む声が大きくなる中、数年間に渡る染井、伊丹、黒崎、名古屋での準備大会 (テニス及び懇親会)を経て、岩

崎氏の公職追放解除の翌1952年、三菱各社の尽力のもと、復活第1回大会を開催する運びとなった。これにより、岩

崎彦爾太氏のイニシャルから名付けられたHI盃は、横の繋がりを意味するHorizontal lntegratiOnの 意味合いがさ

らに強まった。(※出典:「HI盃復活10年誌」大淵鉄太郎氏、河尻慎氏の寄稿)
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